
「
い
ず
み
ス
ク
エ
ア
」
オ
ー
プ
ン

　
避
難
所
機
能
を
併
せ
持
っ
た
町
の
防
災
拠
点
と
し
て
、

ま
た
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
整
備
を
進
め
て
き
た
防

災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
「
い
ず
み
ス
ク
エ
ア
」
が

完
成
し
、
平
成
31
年
１
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

防
災
対
策
事
業

　

災
害
応
急
対
策
と
し
て
、
断
水
時
の
迅
速
な
給
水
活

動
の
実
施
や
県
内
外
の
給
水
活
動
へ
の
派
遣
に
対
応
で

き
る
よ
う
給
水
車
の
整
備
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
給

水
車
か
ら
の
飲
料
水
を
避
難
所
に
一
時
保
管
で
き
る
組

立
式
給
水
タ
ン
ク
を
併
せ
て
整
備
し
ま
し
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
工
事
補
助
金
事
業

　
地
震
等
の
自
然
災
害
や
老
朽
化
に
伴
う
ブ
ロ
ッ
ク
塀

等
の
倒
壊
に
よ
る
被
害
の
軽
減
を
図
り
、
安
全
に
道
路

を
利
用
で
き
る
よ
う
、
危
険
性
の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

の
撤
去
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
を
創

設
し
ま
し
た
。

バ
ス
停
留
所
ベ
ン
チ
の
設
置

　
休
憩
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、

バ
ス
停
留
所
９
か
所
に
新
た
に
ベ
ン
チ
を
設
置
し
ま
し
た
。

王
寺
１
丁
目
防
災
公
園
整
備
事
業

　
平
時
は
地
域
住
民
の
憩
い
の
場
、
交
流
の
場
と
し
て
、

災
害
時
に
は
拠
点
避
難
地
と
な
る
公
園
を
王
寺
１
丁
目

地
内
に
整
備
し
ま
し
た
。　

「
健
康
」
へ
の
取
組
み

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
で
利
用
す
る
水
辺
空
間
に
、
健

康
増
進
や
体
力
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
、
久
度
神
社
付

近
、
せ
せ
ら
ぎ
公
園
に
健
康
遊
具
を
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
大
和
川
ふ
れ
あ
い
広
場
の
多
聞
橋
か
ら
出
合
橋

間
の
約
４
６
０
メ
ー
ト
ル
に
、
ゴ
ム
チ
ッ
プ
舗
装
を
施

し
た
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、

大
和
川
と
葛
下
川
を
結
ぶ
コ
ー
ス
が
完
成
し
ま
し
た
。

子
育
て
広
場
「
わ
く
わ
く
広
場
」
の
開
設

　
子
ど
も
と
保
護
者
の
情
報
交
換
や
仲
間
づ
く
り
の
場

と
し
て
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
て
い
る
「
す
く
す

く
広
場
」、
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
て
い
る
「
子

育
て
マ
マ
の
お
し
ゃ
べ
り
ｃ
ａ
ｆ
ｅ
ど
ん
ぐ
り
」
と
合

わ
せ
て
、
町
内
３
か
所
目
と
な
る
子
育
て
広
場
「
わ
く

わ
く
広
場
」
を
い
ず
み
ス
ク
エ
ア
内
に
開
設
し
ま
し
た
。

学
童
保
育
施
設
の
整
備

　
学
童
保
育
を
利
用
す
る
児
童
の
増
加
に
対
応
す
る
た

め
、
王
寺
南
小
学
校
の
敷
地
内
に
学
童
保
育
室
を
新
設
し

ま
し
た
。
ま
た
、
町
が
学
童
保
育
事
業
を
委
託
し
て
い
る

片
岡
の
里
保
育
園
内
の
学
童
保
育
所
に
つ
い
て
も
、
施
設

増
築
の
経
費
に
対
し
て
助
成
を
行
い
、
保
護
者
が
安
心
し

て
働
く
こ
と
の
で
き
る
環
境
の
整
備
を
図
り
ま
し
た
。

観
光
振
興
の
推
進

　
町
の
重
点
観
光
ス
ポ
ッ
ト
「
明
神
山
」
の
山
頂
か
ら

の
３
６
０
度
パ
ノ
ラ
マ
景
色
を
堪
能
し
な
が
ら
、
食
事

や
休
憩
が
で
き
る
場
所
を
確
保
す
る
た
め
、
東
屋
を
２

基
整
備
、
老
朽
化
し
て
い
た
ト
イ
レ
の
改
修
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
奈
良
県
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
、
斑
鳩
町
、

三
郷
町
、
安
堵
町
と
連
携
し
、
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
地

を
２
日
間
で
巡
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

多
く
の
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

平成 30年度 王寺町の決算
一般会計の歳入

　一般会計は、歳入 ( 収入 ) が 96 億 6,735 万 9 千円、歳出 ( 支出 ) が 92
億 6,817 万円で、翌年度へ繰り越すべき財源を差し引いた実質収支額は、
2 億 8,915 万 9 千円となりました。
　平成 30 年度も引き続き、経費の節減や自主財源の確保に積極的に取り
組んだ結果、一般会計において黒字決算となりました。また、将来の資金
需要等に備える町の基金は、平成 30 年度決算時において昨年度と比べ、4
億 3,944 万 9 千円増の 76 億 2,948 万 3 千円となりました。

町税（31.7％）
30 億 6,889 万 8 千円

地方交付税（18.0％）
17 億 3,607 万円町債（15.6％）

15 億 459 万円

国庫支出金（9.4％）
9 億 640 万 6 千円

県支出金（5.6％）
5 億 4,066 万 7 千円

地方消費税交付金（3.9％）
3 億 7,792 万 8 千円

使用料及び手数料（3.4％）
3 億 2,887 万 5 千円

その他（9.0％）
8 億 7,497 万 7 千円

歳入総額

96億
6,735万9千円

町民税（53.0％）
16 億 2,586 万 6 千円

固定資産税（35.9％）
11 億 164 万 1 千円

都市計画税（5.3％）
1 億 6,214 万 1 千円

町たばこ税（4.6％）
1 億 4,137 万 5 千円

軽自動車税（1.2％）
3,787 万 5 千円

問出納室（内線 153）

民生費（30.2％）
28 億 121 万 1 千円

教育費（14.6％）
13 億 5,572 万 6 千円

総務費（14.3％）
13 億 2,162 万 5 千円

消防費（12.3％）
11 億 4,095 万 4 千円

公債費（9.9％）
9 億 1,471 万 6 千円

その他（4.1％）
3 億 7,835 万 2 千円

一般会計の歳出

▶心身障害者福祉費　5 億 226 万 5 千円

障害のある人たちの日常生活や社会生活への自立
支援事業として、主に、介護給付や訓練への給付
などにかかる費用

▶老人福祉費　2 億 8,987 万 1 千円

介護保険事業への繰出金のほか高齢者の人たちへ
の在宅福祉事業として、主に高齢者優待運賃補助、
高齢者優待入浴補助や敬老会開催などの費用

▶児童振興費　10 億 6,117 万 9 千円

子育て支援対策として、主に、保育所への助成や
運営費扶助、児童手当の支給などにかかる費用

▶特別会計
国民健康保険 後期高齢者医療 下水道事業 介護保険

（介護保険事業）
介護保険

（介護サービス事業）

歳入 24 億 6,605 万 6 千円 3 億 4,468 万円 10 億 1,865 万円 18 億 8,901 万 9 千円 510 万 3 千円

歳出 24 億 2,739 万 1 千円 3 億 4,412 万 1 千円 10 億 999 万円 18 億 4,787 万 1 千円 469 万 2 千円

収益的収支…➊ 資本的収支…➋

収入 6 億 1,817 万 8 千円 3,976 万 5 千円

支出 5 億 6,828 万 4 千円 1 億 2,340 万 4 千円

▶水道事業会計 〔王寺町の水道事業は、皆さんにお支払いいただく水道料金によって運営する『独立採算制』を採っています〕

➊水道事業等の経営活動により発生する収入（水道料金等）と、支
出（県水受水費等）➋施設の建設、改良などに関する収入と支出

水道の平成30年度業務状況

▶給水戸数
▶給水人口
▶有収水量※
▶１日平均有収水量

※有収水量は、料金の対象となった
水量のことで、町民１人１日あたり
平均 0.27㎥を使用したことになり
ます。

10,416 戸
24,149 人

2,356,499㎥
6,456㎥

（給水戸数、給水人口は平成 31 年 3 月 31 日現在）

歳出総額

92億
6,817万円

民生費の主な内容 町税の内訳

平成30年度の主な事業の成果

繰越金（3.4％）
3 億 2,894 万 8 千円

衛生費（6.9％）
6 億 4,190 万 7 千円

土木費（7.7％）
7 億 1,367 万 9 千円


